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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、四方弁、利用側熱交換器、膨張手段及び熱源側熱交換器を冷媒配管によって環
状に接続した冷媒回路と、
　前記利用側熱交換器に設置された送風機と、
　室内温度を検出する室内温度検出手段と、
　前記送風機を駆動させ、少なくとも暖房運転によって空気調和機本体内に存在する水分
を乾燥させ、あるいは、送風運転のみによって空気調和機本体内に存在する水分を乾燥さ
せる乾燥運転を実施する制御装置と、
　を備え、
　該制御装置は、前記室内温度検出手段によって検出された前記室内温度に基づいて、前
記暖房運転を含む乾燥運転を実施するか否かを決定し、
　前記制御装置は、
　冷暖房運転又は除湿運転等の通常運転の終了時に前記室内温度検出手段によって検出さ
れた前記室内温度（以下、「終了時室内温度」という）を受信し、
　該終了時室内温度に基づいて、前記暖房運転を含む乾燥運転を実施するか、前記暖房運
転を含まない乾燥運転を実施するかを決定し、
　温度情報等を記憶する記憶手段を備え、
　前記制御装置は、
　前記通常運転終了時に設定されていた該通常運転の設定温度（以下、「運転設定温度」
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という）を前記記憶手段に記憶させ、
　前記終了時室内温度及び前記運転設定温度に基づいて、前記暖房運転を含む乾燥運転を
実施するか、前記暖房運転を含まない乾燥運転を実施するかを決定する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記制御装置は、
　前記暖房運転を含む乾燥運転において、該乾燥運転中の暖房運転（以下、「乾燥暖房運
転」という）における暖房動作実施中に前記室内温度検出手段によって検出された前記室
内温度（以下、「暖房中室内温度」という）を受信し、
　該暖房中室内温度及び前記運転設定温度に基づいて、前記乾燥暖房運転において暖房動
作を停止させるか否かを決定する
　ことを特徴とする請求項１記載の空気調和機。
【請求項３】
　外気温度を検出する外気温度検出手段を備え、
　前記制御装置は、
　前記通常運転の終了時に前記外気温度検出手段によって検出された前記外気温度（以下
、「終了時外気温度」という）を受信し、
　前記終了時室内温度及び前記終了時外気温度に基づいて、前記暖房運転を含む乾燥運転
を実施するか、前記暖房運転を含まない乾燥運転を実施するかを決定する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記制御装置は、
　前記暖房運転を含む乾燥運転において、該乾燥運転中の暖房運転（以下、「乾燥暖房運
転」という）における暖房動作実施中に前記室内温度検出手段によって検出された前記室
内温度（以下、「暖房中室内温度」という）、及び、前記乾燥暖房運転における暖房動作
実施中に前記外気温度検出手段によって検出された前記外気温度（以下、「暖房中外気温
度」という）を受信し、
　前記暖房中室内温度及び前記暖房中外気温度に基づいて、前記乾燥暖房運転において暖
房動作を停止させるか否かを決定する
　ことを特徴とする請求項３記載の空気調和機。
【請求項５】
　圧縮機、四方弁、利用側熱交換器、膨張手段及び熱源側熱交換器を冷媒配管によって環
状に接続した冷媒回路と、
　前記利用側熱交換器に設置された送風機と、
　室内温度を検出する室内温度検出手段と、
　前記送風機を駆動させ、少なくとも暖房運転によって空気調和機本体内に存在する水分
を乾燥させる乾燥運転を実施する制御装置と、
　を備え、
　該制御装置は、前記室内温度検出手段によって検出された前記室内温度に基づいて、前
記乾燥運転中の暖房動作を実施するか否かを決定し、
　前記制御装置は、
　前記乾燥運転中の暖房運転（以下、「乾燥暖房運転」という）における暖房動作の開始
直前に前記室内温度検出手段によって検出された前記室内温度（以下、「暖房直前室内温
度」という）を受信し、
　該暖房直前室内温度に基づいて、前記乾燥暖房運転において暖房動作を実施するか否か
を決定し、
　温度情報等を記憶する記憶手段を備え、
　前記制御装置は、
　前記通常運転終了時に設定されていた該通常運転の設定温度（以下、「運転設定温度」
という）を前記記憶手段に記憶させ、
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　前記暖房直前室内温度及び前記運転設定温度に基づいて、前記乾燥暖房運転において暖
房動作を実施するか否かを決定する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項６】
　前記制御装置は、
　前記乾燥暖房運転における暖房動作実施中に前記室内温度検出手段によって検出された
前記室内温度（以下、「暖房中室内温度」という）を受信し、
　該暖房中室内温度及び前記運転設定温度に基づいて、前記乾燥暖房運転において暖房動
作を停止させるか否かを決定する
　ことを特徴とする請求項５記載の空気調和機。
【請求項７】
　外気温度を検出する外気温度検出手段を備え、
　前記制御装置は、
　前記乾燥暖房運転における暖房動作の開始直前に前記外気温度検出手段によって検出さ
れた前記外気温度（以下、「暖房直前外気温度」という）を受信し、
　前記暖房直前室内温度及び前記暖房直前外気温度に基づいて、前記乾燥暖房運転におい
て暖房動作を実施するか否かを決定する
　ことを特徴とする請求項５または６に記載の空気調和機。
【請求項８】
　前記制御装置は、
　前記乾燥暖房運転における暖房動作実施中に前記室内温度検出手段によって検出された
前記室内温度（以下、「暖房中室内温度」という）、及び、前記乾燥暖房運転における暖
房動作実施中に前記外気温度検出手段によって検出された前記外気温度（以下、「暖房中
外気温度」という）を受信し、
　前記暖房中室内温度及び前記暖房中外気温度に基づいて、前記乾燥暖房運転において暖
房動作を停止させるか否かを決定する
　ことを特徴とする請求項７記載の空気調和機。
【請求項９】
　前記乾燥運転において、該乾燥運転の運転内容に基づいて、前記送風機の風量を決定す
る吹出し風量決定手段を備えた
　ことを特徴とする請求項１～請求項８のいずれか一項に記載の空気調和機。
【請求項１０】
　前記乾燥運転中に空気調和機本体内部でオゾンを発生させるオゾン発生器を備えた
　ことを特徴とする請求項１～請求項９のいずれか一項に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷房運転及び除湿運転等の通常運転終了後、空気調和機の室内機内部が多湿
状態になることによって、空気調和機の室内機内部においてカビ又は細菌類が発生して繁
殖するのを抑制する空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機の使用目的は、使用者が快適で健康的な室内環境の中で活動できるようにす
ることである。そのため、一般的な空気調和機では夏に冷房運転又は除湿運転を実施し、
室内温度を快適な温度に冷却したり、室内湿度を快適な湿度まで下げたりすることによっ
て、快適な室内環境を形成する。しかし、冷房運転又は除湿運転等を実施することによっ
て、空気調和機の室内機内部には多量の水分が残留してしまうため、カビ又は細菌類が発
生して繁殖が起きてしまい、空気調和機を使用する際に使用者に対して異臭による不快感
、又は、カビの胞子及びカビ細菌類の死骸等のアレルゲン物質を室内に放出してしまうこ
とによる健康被害を与えてしまう。この対策として、冷房運転又は除湿運転等を実施した
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後に空気調和機の室内機内部に残留する水分を暖房運転又は送風運転を実施して乾燥させ
、カビ及び細菌類が生息できない環境を作る機能を備えた装置が存在しているが、空気調
和機の室内機内部の乾燥を暖房運転のみで実施すると、暖房運転によって室内温度及び室
内湿度が急激に上昇し、快適な室内環境が一気に悪化するため、使用者に不快感を与える
という問題があった。また、空気調和機の室内機内部の乾燥を送風運転のみで実施すると
、室内機内部を十分に乾燥させるために運転時間が非常に長くなり、騒音という不快感を
使用者に与えるという問題があった。そのため、運転時間を短縮するために暖房運転を実
施し、さらに、暖房運転を室内環境の快適性に影響を及ぼさないように、暖房運転開始時
の室内温度、及び、暖房運転中の室内温度を検出し、暖房運転開始時の室内温度と暖房運
転中の室内温度との差が一定以上大きくなったときに暖房運転を終了させる機能を備えた
空気調和機の制御方法が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２４０３０７号公報（第２―３頁、第２図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の空気調和機において、乾燥運転中の室内温度を利用する制御方法の場合は、乾燥
運転時に常に一度は暖房運転を実施することから、暖房運転開始時に既に室内温度が高い
場合であっても、暖房運転開始時の室内温度を基準に一定温度までは暖房運転を実施して
しまうことで、さらに室内温度が高くなり、室内環境を悪化させるという問題点があった
。また、室内温度のみを検出し、室内環境のみで判断して暖房運転を実施しているため、
外気温度の高低等の外気環境に対する室内環境を考慮することができないという問題点が
あった。
【０００５】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、第１の目的は、室内機
内部の乾燥運転において、室内温度が高い場合の暖房運転を排除し、室内の快適性を悪化
させないように、あるいは、無駄なエネルギーを消費しないように乾燥運転の最適化をす
ることができる空気調和機を得ることである。
　また、第２の目的は、外気温度センサー及び室内温度センサーを用いて、外気環境及び
室内環境を把握することにより外気環境に対する室内環境の快適性を把握し、かつ、外気
環境を把握することにより室内環境がどのように悪化していくかを推定することによって
、室内の快適性を悪化させないように、あるいは、無駄なエネルギーを消費しないように
乾燥運転の最適化をすることができる空気調和機を得ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気調和機は、圧縮機、四方弁、利用側熱交換器、膨張手段及び熱源側熱
交換器を冷媒配管によって環状に接続した冷媒回路と、前記利用側熱交換器に設置された
送風機と、室内温度を検出する室内温度検出手段と、前記送風機を駆動させ、少なくとも
暖房運転によって空気調和機本体内に存在する水分を乾燥させ、あるいは、送風運転のみ
によって空気調和機本体内に存在する水分を乾燥させる乾燥運転を実施する制御装置と、
を備え、該制御装置は、前記室内温度検出手段によって検出された前記室内温度に基づい
て、前記暖房運転を含む乾燥運転を実施するか否かを決定し、前記制御装置は、冷暖房運
転又は除湿運転等の通常運転の終了時に前記室内温度検出手段によって検出された前記室
内温度（以下、「終了時室内温度」という）を受信し、該終了時室内温度に基づいて、前
記暖房運転を含む乾燥運転を実施するか、前記暖房運転を含まない乾燥運転を実施するか
を決定し、温度情報等を記憶する記憶手段を備え、前記制御装置は、前記通常運転終了時
に設定されていた該通常運転の設定温度（以下、「運転設定温度」という）を前記記憶手
段に記憶させ、前記終了時室内温度及び前記運転設定温度に基づいて、前記暖房運転を含
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む乾燥運転を実施するか、前記暖房運転を含まない乾燥運転を実施するかを決定すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、通常運転終了時に、乾燥運転中の暖房運転を実施するか否かを室内温
度に基づいて決定し、暖房運転を含まない乾燥運転を可能とすることによって、乾燥運転
によって室内環境が悪化しないようにすることができ、さらに、エネルギー消費も抑制す
ることができる。また、通常運転終了時において、室内温度Ｔｉｎに基づいて暖房運転を
含む乾燥運転を実施する場合には、乾燥運転の時間を短縮することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１に係る空気調和機のシステム構成を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の冷凍サイクルの冷媒回路図を示す図で
ある。
【図３】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の乾燥運転の動作を示すフローチャート
である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の暖房運転を含む乾燥運転の動作を示す
フローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の乾燥運転中の乾燥暖房運転の動作を示
すフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の暖房運転を含まない乾燥運転の動作を
示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の別形態の乾燥運転の動作を示すフロー
チャートである。
【図８】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転の
動作を示すフローチャートである。
【図９】本発明の実施の形態２に係る空気調和機のシステム構成を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態２に係る空気調和機の乾燥運転の動作を示すフローチャー
トである。
【図１１】本発明の実施の形態２に係る空気調和機の乾燥運転中の乾燥暖房運転の動作を
示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施の形態２に係る空気調和機の別形態の乾燥運転の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図１３】本発明の実施の形態２に係る空気調和機の別形態の乾燥運転の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図１４】本発明の実施の形態３に係る空気調和機の乾燥運転の動作を示すフローチャー
トである。
【図１５】本発明の実施の形態３に係る空気調和機の乾燥運転中の乾燥暖房運転の動作を
示すフローチャートである。
【図１６】本発明の実施の形態３に係る空気調和機の別形態の乾燥運転の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図１７】本発明の実施の形態３に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転
の動作を示すフローチャートである。
【図１８】本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の乾燥暖房運転の動作を
示すフローチャートである。
【図１９】本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転
の動作を示すフローチャートである。
【図２０】本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転
の動作を示すフローチャートである。
【図２１】本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転
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の動作を示すフローチャートである。
【図２２】本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転
の動作を示すフローチャートである。
【図２３】本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転
の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施の形態１．
（空気調和機１０１の構成）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る空気調和機のシステム構成を示す図であり、図２
は、同空気調和機の冷凍サイクルの冷媒回路図を示す図である。
　図１で示されるように、空気調和機１０１は、少なくとも、各アクチュエーター等の動
作を制御する制御装置１１、センサー等から温度情報等である出力信号を入力する入力回
路１２、制御装置１１からの制御信号に基づいて各アクチュエーターを駆動信号に変換す
る駆動回路１３、入力回路１２によって入力された温度情報等を記憶する記憶手段１４、
後述する冷凍サイクルを流通する冷媒を圧縮する圧縮機１５、後述する室外熱交換器２１
において外気と熱交換を促進する室外送風機１６、後述する室内熱交換器２３において室
内空気と熱交換を促進する室内送風機１７、及び、室内温度を検出する室内温度センサー
１８を備えている。
【００１０】
　また、図２は、空気調和機１０１における冷凍サイクルの冷媒回路を示しており、この
冷媒回路は、前述の圧縮機１５、冷媒回路における流路を切り替える四方弁２０、外気と
冷媒との熱交換を実施する室外熱交換器２１、冷媒を減圧し膨張させる膨張弁２２、室内
空気と冷媒との熱交換を実施する室内熱交換器２３、及び、これらを接続する冷媒配管に
よって構成されている。また、上記の室外熱交換器２１には、外気と冷媒との熱交換を促
進する前述した室外送風機１６が設置され、また、室内熱交換器２３には、室内空気と冷
媒との熱交換を促進する前述した室内送風機１７が設置されている。
【００１１】
　なお、室内送風機１７、室内温度センサー１８、室外熱交換器２１、膨張弁２２及び室
内熱交換器２３は、それぞれ本発明の「送風機」、「室内温度検出手段」、「熱源側熱交
換器」、「膨張手段」及び「利用側熱交換器」に相当する。
【００１２】
　制御装置１１は、演算部及び制御部等を有するＣＰＵ等によって構成され、室内温度セ
ンサー１８によって検出された室内温度に基づいて、冷暖房運転及び除湿運転等の通常運
転、及び、乾燥運転等の制御を実施する。ここで、乾燥運転とは、空気調和機１０１にお
ける冷房運転又は除湿運転後に、室内熱交換器２３等に付着した空気調和機１０１の内部
に残留する水分を乾燥させる運転である。また、制御装置１１は、少なくとも、乾燥運転
において暖房運転を実施するか否かを決定する暖房運転可否決定手段１、乾燥運転におい
て、暖房運転を実施するか否かを決定する動作以外の乾燥運転の内容を決定する乾燥運転
決定手段２、及び、室内送風機１７の回転数を決定し、空気調和機１０１本体からの吹出
し風量を制御する吹出し風量決定手段６を有している。さらに、乾燥運転決定手段２は、
暖房運転可否決定手段１によって実施するか否かを決定された暖房運転、及び送風運転等
の各運転を組み合わせることによって、乾燥運転の内容を決定する各運転決定手段３、乾
燥運転を構成する各運転の運転時間を決定する各運転時間決定手段４、及び、各運転の運
転開始から運転時間を計測する各運転時間計測手段５によって構成されている。
【００１３】
　入力回路１２は、制御装置１１及び室内温度センサー１８に接続されており、室内温度
センサー１８によって検出された室内温度の温度情報を受信し、その温度情報を制御装置
１１に送信する。
【００１４】
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　駆動回路１３は、制御装置１１、並びに、圧縮機１５、室外送風機１６及び室内送風機
１７等の各アクチュエーターに接続されており、制御装置１１から出力された制御信号に
基づいて、駆動信号を生成し、この駆動信号によって各アクチュエーターを駆動させる。
　なお、図１で示されるように、圧縮機１５、室外送風機１６及び室内送風機１７は、そ
れぞれ駆動回路１３に接続されているが、これに限定されるものではなく、それぞれのア
クチュエーターごとに駆動回路が設置される等、複数の駆動回路が設置されるものとして
もよい。
【００１５】
　記憶手段１４は、制御装置１１に接続されており、室内温度センサー１８によって検出
された室内温度等を一時的に記憶する。
【００１６】
　圧縮機１５は、駆動回路１３から出力される駆動信号によって駆動し、図２で示される
冷媒回路を流通する冷媒を圧縮し、高温高圧の気体冷媒として送り出す。
【００１７】
　室外送風機１６は、図２で示されるように、室外熱交換器２１に設置されており、駆動
回路１３から出力される駆動信号によって回転駆動し、室外熱交換器２１に外気を送り込
み、室外熱交換器２１の中を流通する冷媒と外気との熱交換を促進する。
【００１８】
　室内送風機１７は、図２で示されるように、室内熱交換器２３に設置されており、駆動
回路１３から出力される駆動信号によって回転駆動し、室内熱交換器２３に室内空気を送
り込み、室内熱交換器２３の中を流通する冷媒と室内空気との熱交換を促進する。
【００１９】
（空気調和機１０１の冷凍サイクル動作）
　次に、図２を参照しながら、同図で示される冷媒回路の冷凍サイクル動作について説明
する。図２において、冷房運転及び除湿運転時には、冷媒回路内の冷媒は実線で示す矢印
の方向に流れ、一方、暖房運転には、冷媒回路内の冷媒は破線で示す矢印の方向に流れる
。
【００２０】
　まず、冷房運転及び除湿運転について説明する。冷房運転及び運転開始時に、四方弁２
０が、図２で示されるように、冷媒回路内の冷媒が実線で示す方向に流れるように、流路
が切り替えられる。圧縮機１５によって圧縮され吐出された気体冷媒は、四方弁２０を経
由して、室外熱交換器２１へ流入する。この室外熱交換器２１に流入した気体冷媒は、室
外送風機１６の回転駆動によって送られてくる外気と熱交換が実施されて凝縮し、室外熱
交換器２１から流出する。この室外熱交換器２１から流出した冷媒は、膨張弁２２に流れ
込み、この膨張弁２２によって膨張され減圧される。減圧された冷媒は、室内熱交換器２
３に流入し、室内送風機１７の回転駆動によって送られてくる室内空気と熱交換が実施さ
れて気化し、室内熱交換器２３から流出する。この室内熱交換器２３から流出した気体冷
媒は、四方弁２０を経由して圧縮機１５に吸入される。
【００２１】
　次に、暖房運転について説明する。暖房運転開始時に、四方弁２０が、図２で示される
ように、冷媒回路内の冷媒が破線で示す方向に流れるように、流路が切り替えられる。圧
縮機１５によって圧縮され吐出された気体冷媒は、四方弁２０を経由して、室内熱交換器
２３に流入する。この室内熱交換器２３に流入した気体冷媒は、室内送風機１７の回転駆
動によって送られてくる室内空気と熱交換が実施され凝縮し、室内熱交換器２３から流出
する。この室内熱交換器２３から流出した冷媒は、膨張弁２２に流れ込み、この膨張弁２
２によって膨張され減圧される。減圧された冷媒は、室外熱交換器２１に流入し、室外送
風機１６の回転駆動によって送られてくる室外空気と熱交換が実施されて気化し、室外熱
交換器２１から流出する。この室外熱交換器２１から流出した気体冷媒は、四方弁２０を
経由して圧縮機１５に吸入される。
【００２２】
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（空気調和機１０１の乾燥運転動作）
　図３は、本発明の実施の形態１に係る空気調和機の乾燥運転の動作を示すフローチャー
トであり、図４は、同空気調和機の暖房運転を含む乾燥運転の動作を示すフローチャート
であり、図５は、同空気調和機の乾燥運転中の乾燥暖房運転の動作を示すフローチャート
であり、そして、図６は、同空気調和機の暖房運転を含まない乾燥運転の動作を示すフロ
ーチャートである。以下、図３～図６を参照しながら、本実施の形態に係る空気調和機１
０１の乾燥運転動作について説明する。
【００２３】
　まず、図３を参照しながら、空気調和機１０１の乾燥運転の動作について説明する。
【００２４】
（Ｓ１）
　制御装置１１は、冷暖房運転又は除湿運転等の通常運転の終了時に、室内温度センサー
１８によって検出された室内温度Ｔｉｎを入力回路１２を介して受信し、受信した室内温
度Ｔｉｎを記憶手段１４に記憶させる。ここで、通常運転の終了時において、制御装置１
１は、圧縮機１５、室外送風機１６及び室内送風機１７を停止させる。
【００２５】
（Ｓ２）
　制御装置１１は、ステップＳ１において記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、
所定値Ｔαとの大小関係を比較する。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔαとなる場合、ステッ
プＳ３へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔαとなる場合、ステップＳ４へ進む。
【００２６】
（Ｓ３）
　制御装置１１における暖房運転可否決定手段１は、乾燥運転中に暖房運転を実施するこ
とを決定し、制御装置１１は、暖房運転を含む乾燥運転を実施する。
【００２７】
（Ｓ４）
　制御装置１１における暖房運転可否決定手段１は、乾燥運転中に暖房運転を実施しない
ことを決定し、制御装置１１は、暖房運転を含まない乾燥運転を実施する。
【００２８】
（Ｓ５）
　制御装置１１は、乾燥運転中における各運転が全て終了すると、乾燥運転を終了させる
。具体的には、制御装置１１は、圧縮機１５、室外送風機１６及び室内送風機１７を停止
させる。
【００２９】
　次に、図４を参照しながら、前述の図３のステップＳ３における暖房運転を含む乾燥運
転の詳細について説明する。まず、図４（ａ）で示される暖房運転を含む乾燥運転（１）
について説明する。
【００３０】
（Ｓ１１）
　制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運転時間計測手段５は、通常運転が運転
停止してから経過時間の計測を開始する。
【００３１】
（Ｓ１２）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ１に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ１に達した場合
、ステップＳ１３へ進む。
【００３２】
（Ｓ１３）
　制御装置１１は、送風運転（１）を開始し、各運転時間計測手段５は、送風運転（１）
が開始されてからの経過時間の計測を開始する。送風運転（１）において、制御装置１１
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は、圧縮機１５及び室外送風機１６を停止状態とし、制御装置１１の吹出し風量決定手段
６によって決定された風量に基づいて室内送風機１７を駆動させる。
【００３３】
（Ｓ１４）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ２に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ２に達した場合
、制御装置１１は、送風運転（１）を停止し、ステップＳ１５へ進む。
【００３４】
（Ｓ１５）
　制御装置１１は、乾燥運転における暖房運転（以下、「乾燥暖房運転」という）を実施
する。乾燥暖房運転終了後、ステップＳ１６へ進む。
【００３５】
（Ｓ１６）
　制御装置１１は、送風運転（２）を開始し、各運転時間計測手段５は、送風運転（２）
が開始されてからの経過時間の計測を開始する。送風運転（２）において、制御装置１１
は、圧縮機１５及び室外送風機１６を停止状態とし、制御装置１１の吹出し風量決定手段
６によって決定された風量に基づいて室内送風機１７を駆動させる。
【００３６】
（Ｓ１７）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ４に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ４に達した場合
、制御装置１１は、送風運転（２）を停止し、ステップＳ１８へ進む。
【００３７】
（Ｓ１８）
　制御装置１１は、暖房運転を含む乾燥運転（１）を終了する。
【００３８】
　次に、図４（ｂ）で示される暖房運転を含む乾燥運転（２）について説明する。
　暖房運転を含む乾燥運転（２）は、図４（ａ）で示される暖房運転を含む乾燥運転（１
）のステップＳ１１～ステップＳ１８で示されるフローのうち、ステップＳ１１及びステ
ップＳ１２を除いた処理によって構成される。すなわち、暖房運転を含む乾燥運転（２）
は、図４（ａ）で示されるステップＳ１１及びステップＳ１２における通常運転停止後、
所定時間Ｘ１経過するまで待機する動作がなく、ステップＳ１３における送風運転（１）
の実施から開始する。
【００３９】
　そして、図４（ｃ）で示される暖房運転を含む乾燥運転（３）について説明する。
　暖房運転を含む乾燥運転（３）は、図４（ａ）で示される暖房運転を含む乾燥運転（１
）のステップＳ１１～ステップＳ１８で示されるフローのうち、ステップＳ１１～ステッ
プＳ１４を除いた処理によって構成される。すなわち、暖房運転を含む乾燥運転（３）は
、図４（ａ）で示されるステップＳ１１及びステップＳ１２による通常運転停止後、所定
時間Ｘ１経過するまで待機する処理、並びに、ステップＳ１３及びステップＳ１４におけ
る送風運転（１）の動作がなく、ステップＳ１５における乾燥暖房運転の実施から開始す
る。
【００４０】
　制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運転決定手段３は、上記の図４で示され
る暖房運転を含む乾燥運転（１）～暖房運転を含む乾燥運転（３）のうち、いずれを実施
させるかを決定する。
　なお、図４で示される暖房運転を含む乾燥運転（１）～暖房運転を含む乾燥運転（３）
は、暖房運転を含む乾燥運転の例であり、乾燥暖房運転を含んでいれば、乾燥運転がどの
ように構成されていてもよい。すなわち、乾燥暖房運転を含んでいれば、送風運転を含ま
ない構成としてもよい。
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【００４１】
　次に、図５を参照しながら、前述の図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の詳細
について説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（１）で
あるものとする。
【００４２】
（Ｓ２１）
　制御装置１１は、暖房動作を開始し、制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運
転時間計測手段５は、暖房動作が開始されてからの経過時間の計測を開始する。暖房動作
において、制御装置１１は、圧縮機１５及び室外送風機１６を駆動し、制御装置１１の吹
出し風量決定手段６によって決定された風量に基づいて室内送風機１７を駆動させる。
【００４３】
（Ｓ２２）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ３に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ３に達した場合
、ステップＳ２３へ進む。
【００４４】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（１）を終了する。
【００４５】
　次に、図６を参照しながら、前述の図３のステップＳ４における暖房運転を含まない乾
燥運転の詳細について説明する。まず、図６（ａ）で示される暖房運転を含まない乾燥運
転（１）について説明する。
【００４６】
（Ｓ４１）
　制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運転時間計測手段５は、通常運転が運転
停止してから経過時間の計測を開始する。
【００４７】
（Ｓ４２）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ５に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ５に達した場合
、ステップＳ４３へ進む。
【００４８】
（Ｓ４３）
　制御装置１１は、送風運転を開始し、各運転時間計測手段５は、送風運転が開始されて
からの経過時間の計測を開始する。送風運転において、制御装置１１は、圧縮機１５及び
室外送風機１６を停止状態とし、制御装置１１の吹出し風量決定手段６によって決定され
た風量に基づいて室内送風機１７を駆動させる。
【００４９】
（Ｓ４４）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ６に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ６に達した場合
、制御装置１１は、送風運転を停止し、ステップＳ４５へ進む。
【００５０】
（Ｓ４５）
　制御装置１１は、暖房運転を含まない乾燥運転（１）を終了する。
【００５１】
　次に、図６（ｂ）で示される暖房運転を含まない乾燥運転（２）について説明する。
　暖房運転を含まない乾燥運転（２）は、図６（ａ）で示される暖房運転を含まない乾燥
運転（１）のステップＳ４１～ステップＳ４５で示されるフローのうち、ステップＳ４１
及びステップＳ４２を除いた処理によって構成される。すなわち、暖房運転を含まない乾
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燥運転（２）は、図６（ａ）で示されるステップＳ４１及びステップＳ４２における通常
運転停止後、所定時間Ｘ５経過するまで待機する動作がなく、ステップＳ４３における送
風運転の実施から開始する。
【００５２】
　制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運転決定手段３は、上記の図６で示され
る暖房運転を含まない乾燥運転（１）又は暖房運転を含まない乾燥運転（２）のうち、い
ずれを実施させるかを決定する。
　なお、図６で示される暖房運転を含まない乾燥運転（１）及び暖房運転を含まない乾燥
運転（２）は、暖房運転を含まない乾燥運転の例であり、乾燥暖房運転を含んでいなけれ
ば、乾燥運転がどのように構成されていてもよい。
【００５３】
　制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運転時間決定手段４は、上記の図４～図
６で示される各運転動作のフローにおける所定時間Ｘ１～所定時間Ｘ６を決定する。
　なお、所定時間Ｘ１～所定時間Ｘ６は、予め設定されているものとしてよく、また、各
運転時間決定手段４が、室内温度センサー１８によって検出された室内温度Ｔｉｎ、又は
、直前の通常運転の運転時間等に基づいて決定するものとしてもよい。
【００５４】
　図７は、本発明の実施の形態１に係る空気調和機の別形態の乾燥運転の動作を示すフロ
ーチャートであり、図８は、同空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転の動作を
示すフローチャートである。以下、図７及び図８を参照しながら、本実施の形態に係る空
気調和機１０１の別形態の乾燥運転動作について説明する。
【００５５】
　まず、図７を参照しながら、空気調和機１０１の別形態の乾燥運転の動作について説明
する。ここでは、図３で示される空気調和機１０１の乾燥運転と相違する点を中心に説明
する。
【００５６】
（Ｓ６）
　制御装置１１は、冷暖房運転又は除湿運転等の通常運転の終了直後に設定されていた通
常運転における設定温度である運転設定温度Ｔｓｅｔを記憶手段１４に記憶させる。そし
て、ステップＳ１へ進む。
【００５７】
（Ｓ１）
　制御装置１１は、通常運転の終了時に、室内温度センサー１８によって検出された室内
温度Ｔｉｎを入力回路１２を介して受信し、受信した室内温度Ｔｉｎを記憶手段１４に記
憶させる。ここで、通常運転の終了時において、制御装置１１は、圧縮機１５、室外送風
機１６及び室内送風機１７を停止させる。そして、ステップＳ７へ進む。
【００５８】
（Ｓ７）
　制御装置１１は、ステップＳ１において記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、
ステップＳ６における運転設定温度Ｔｓｅｔと所定値Ｔβとの和との大小関係を比較する
。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、ステップＳ３へ進む。一方、Ｔ
ｉｎ≧Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、ステップＳ４へ進む。
【００５９】
　図７において、ステップＳ３～ステップＳ５は、図３で示される乾燥運転と同様である
。
【００６０】
　次に、図８を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の別形態の詳
細について説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（２）
であるものとする。
【００６１】



(12) JP 5558136 B2 2014.7.23

10

20

30

40

50

（Ｓ２１）
　制御装置１１は、暖房動作を開始し、制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運
転時間計測手段５は、暖房動作が開始されてからの経過時間の計測を開始する。暖房動作
において、制御装置１１は、圧縮機１５及び室外送風機１６を駆動し、制御装置１１の吹
出し風量決定手段６によって決定された風量に基づいて室内送風機１７を駆動させる。そ
して、ステップＳ２４へ進む。
【００６２】
（Ｓ２４）
　制御装置１１は、暖房動作を開始した後、入力回路１２を介して、室内温度センサー１
８によって検出される室内温度Ｔｉｎ２を受信し、受信した室内温度Ｔｉｎ２を記憶手段
１４に記憶させる。
【００６３】
（Ｓ２５）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎ２と、図７のステップＳ６
における運転設定温度Ｔｓｅｔと所定値Ｔ２との和との大小関係を比較する。その比較の
結果、Ｔｉｎ２＜Ｔｓｅｔ＋Ｔ２となる場合、ステップＳ２２へ進む。一方、Ｔｉｎ２≧
Ｔｓｅｔ＋Ｔ２となる場合、ステップＳ２３へ進む。
【００６４】
（Ｓ２２）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ３に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ３に達した場合
、ステップＳ２３へ進む。一方、経過時間が所定時間Ｘ３に達していない場合、ステップ
Ｓ２４へ戻る。
【００６５】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（２）を終了する。
【００６６】
　以上のように、本実施の形態に係る空気調和機１０１は、図３で示される乾燥運転、又
は、図７で示される乾燥運転のいずれを実施するものとしてもよい。また、図７で示され
る乾燥運転が実施される場合、ステップＳ３の暖房運転を含む乾燥運転における乾燥暖房
運転として、図５で示される乾燥暖房運転（１）、又は、図８で示される乾燥暖房運転（
２）のいずれが実施されるものとしてもよい。
【００６７】
　なお、図３及び図７で示される乾燥運転において、ステップＳ４の暖房運転を含まない
乾燥運転が実施された場合、ステップＳ３の暖房運転を含む乾燥運転を実施した場合と同
等の効果を得るためには、ステップＳ３の暖房運転を含む乾燥運転が実施された場合に比
べて、長い乾燥運転の運転時間が必要となるが、この場合、カビ又は細菌類の発生及び繁
殖を抑制するオゾン発生器を併用するものとしてもよい。このようにすることで、暖房運
転を含まない乾燥運転の運転時間を短縮することができる。
【００６８】
（実施の形態１の効果）
　以上の構成及び動作のように、本実施の形態に係る空気調和機１０１においては、通常
運転終了時に、乾燥運転中の暖房運転を実施するか否かを室内温度Ｔｉｎと所定値とを比
較することにより決定し、暖房運転を含まない乾燥運転を可能とすることによって、乾燥
運転によって室内環境が悪化しないようにすることができ、さらに、エネルギー消費も抑
制することができる。
【００６９】
　また、通常運転終了時において、室内温度Ｔｉｎが所定値よりも低い場合には暖房運転
を含む乾燥運転を実施することによって、乾燥運転の時間を短縮することが可能となる。
【００７０】
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　また、通常運転の終了時に設定されていた運転設定温度Ｔｓｅｔと通常運転終了時の室
内温度Ｔｉｎとを比較することで、使用者が通常運転中に部屋が寒いと感じて運転設定温
度Ｔｓｅｔを上昇させた後、室内温度の安定前に通常運転を終了した場合のように、通常
運転終了時の室内温度Ｔｉｎが、使用者の希望する室内温度である運転設定温度Ｔｓｅｔ
を基準として、低くなっている場合には、暖房運転を含む乾燥運転を実施することによっ
て、室内環境の快適性を悪化させずに乾燥運転を実施することができる。一方、室内にお
けるドアの開閉等によって室内温度が上昇したときに通常運転を終了した場合のように、
通常運転終了時の室内温度Ｔｉｎが、使用者の希望する室内温度である運転設定温度Ｔｓ
ｅｔを基準として、高くなっている場合には、暖房運転を含まない乾燥運転を実施するこ
とによって、上記と同様に、室内環境の快適性を悪化させずに乾燥運転を実施することが
できる。
【００７１】
　また、乾燥暖房運転の終了条件として、経過時間の判定によるものだけでなく、乾燥暖
房運転中の室内温度Ｔｉｎ２が、使用者の希望する室内温度である運転設定温度Ｔｓｅｔ
を基準として、高くなっている場合に、乾燥暖房運転を停止させることによって、室内環
境の快適性を悪化させずに乾燥運転を実施することができ、エネルギー消費を抑制するこ
とできる。
【００７２】
　そして、オゾン発生器を用いた場合、暖房運転を含まない乾燥運転においても、乾燥運
転の運転時間を短縮することができるため、エネルギー消費を抑制し、騒音の不快感を軽
減することができる。
【００７３】
実施の形態２．
　本実施の形態に係る空気調和機について、実施の形態１に係る空気調和機１０１の構成
及び動作と相違する点を中心に説明する。
【００７４】
（空気調和機１０１ａの構成）
　図９は、本発明の実施の形態２に係る空気調和機のシステム構成を示す図である。
　図９で示されるように、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａは、図１で示される実
施の形態１に係る空気調和機１０１の入力回路１２に、外気温度を検出する外気温度セン
サー１９を接続して追加した構成となっている。
【００７５】
　なお、外気温度センサー１９は、本発明の「外気温度検出手段」に相当する。
【００７６】
　制御装置１１は、演算部及び制御部等を有するＣＰＵ等によって構成され、室内温度セ
ンサー１８によって検出された室内温度、及び、外気温度センサー１９によって検出され
た外気温度に基づいて、冷暖房運転及び除湿運転等の通常運転、及び、乾燥運転等の制御
を実施する。
【００７７】
　また、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａにおける冷凍サイクルの冷媒回路は、図
２で示される実施の形態１に係る冷媒回路と同様である。
【００７８】
（空気調和機１０１ａの乾燥運転動作）
　図１０は、本発明の実施の形態２に係る空気調和機の乾燥運転の動作を示すフローチャ
ートであり、図１１は、同空気調和機の乾燥運転中の乾燥暖房運転の動作を示すフローチ
ャートである。以下、図１０及び図１１を参照しながら、本実施の形態に係る空気調和機
１０１ａの乾燥運転動作について説明する。
【００７９】
　まず、図１０を参照しながら、空気調和機１０１ａの乾燥運転の動作について説明する
。ここでは、図３で示される実施の形態１に係る空気調和機１０１の乾燥運転と相違する
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点を中心に説明する。
【００８０】
（Ｓ８）
　制御装置１１は、冷暖房運転又は除湿運転等の通常運転の終了時に、室内温度センサー
１８によって検出された室内温度Ｔｉｎ、及び、外気温度センサー１９によって検出され
た外気温度Ｔｏｕｔを入力回路１２を介して受信し、受信した室内温度Ｔｉｎ及び外気温
度Ｔｏｕｔを記憶手段１４に記憶させる。そして、ステップＳ９へ進む。
【００８１】
（Ｓ９）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、同じく記憶手段１４に
記憶された外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγとの和との大小関係を比較する。その比較の結
果、Ｔｉｎ＜Ｔｏｕｔ＋Ｔγとなる場合、ステップＳ３へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｏｕｔ
＋Ｔγとなる場合、ステップＳ４へ進む。
【００８２】
　図１０において、ステップＳ３～ステップＳ５は、図３で示される実施の形態１に係る
乾燥運転と同様である。また、図１０のステップＳ３における暖房運転を含む乾燥運転は
、図４で示される実施の形態１に係る暖房運転を含む乾燥運転と同様であり、図１０のス
テップＳ４における暖房運転を含まない乾燥運転は、図６で示される実施の形態１に係る
暖房運転を含まない乾燥運転と同様である。
【００８３】
　次に、図１１を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の詳細につ
いて説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（３）である
ものとする。
【００８４】
（Ｓ２１）
　制御装置１１は、暖房動作を開始し、制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運
転時間計測手段５は、暖房動作が開始されてからの経過時間の計測を開始する。暖房動作
において、制御装置１１は、圧縮機１５及び室外送風機１６を駆動し、制御装置１１の吹
出し風量決定手段６によって決定された風量に基づいて室内送風機１７を駆動させる。そ
して、ステップＳ２４へ進む。
【００８５】
（Ｓ２４）
　制御装置１１は、暖房動作を開始した後、入力回路１２を介して、室内温度センサー１
８によって検出される室内温度Ｔｉｎ２を受信し、受信した室内温度Ｔｉｎ２を記憶手段
１４に記憶させる。そして、ステップＳ２６へ進む。
【００８６】
（Ｓ２６）
　制御装置１１は、入力回路１２を介して、外気温度センサー１９によって検出される外
気温度Ｔｏｕｔ２を受信し、受信した外気温度Ｔｏｕｔ２を記憶手段１４に記憶させる。
そして、ステップＳ２７へ進む。
　なお、このステップＳ２６における外気温度Ｔｏｕｔ２の受信及び記憶動作は、ステッ
プＳ２４における室内温度Ｔｉｎ２の受信及び記憶動作の次に実施されるものとしている
が、これに限定されるものではなく、ステップＳ２４に先行して実施されるものとしても
よく、又は、同時に実施されるものとしてもよい。
【００８７】
（Ｓ２７）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎ２と、同じく記憶手段１４
に記憶された外気温度Ｔｏｕｔ２と所定値Ｔ３との和との大小関係を比較する。その比較
の結果、Ｔｉｎ２＜Ｔｏｕｔ２＋Ｔ３となる場合、ステップＳ２２へ進む。一方、Ｔｉｎ
２≧Ｔｏｕｔ２＋Ｔ３となる場合、ステップＳ２３へ進む。
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【００８８】
（Ｓ２２）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ３に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ３に達した場合
、ステップＳ２３へ進む。一方、経過時間が所定時間Ｘ３に達していない場合、ステップ
Ｓ２４へ戻る。
【００８９】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（３）を終了する。
【００９０】
　図１２及び図１３は、本発明の実施の形態２に係る空気調和機の別形態の乾燥運転の動
作を示すフローチャートである。以下、図１２及び図１３を参照しながら、本実施の形態
に係る空気調和機１０１ａの別形態の乾燥運転動作について説明する。
【００９１】
　まず、図１２を参照しながら、空気調和機１０１ａの別形態の乾燥運転の動作について
説明する。図１２で示される乾燥運転の動作は、図３で示される実施の形態１に係る乾燥
運転の動作と、図１０で示される乾燥運転の動作とを組み合わせたものである。
【００９２】
（Ｓ８）
　制御装置１１は、冷暖房運転又は除湿運転等の通常運転の終了時に、室内温度センサー
１８によって検出された室内温度Ｔｉｎ、及び、外気温度センサー１９によって検出され
た外気温度Ｔｏｕｔを入力回路１２を介して受信し、受信した室内温度Ｔｉｎ及び外気温
度Ｔｏｕｔを記憶手段１４に記憶させる。そして、ステップＳ２へ進む。
【００９３】
（Ｓ２）
　制御装置１１は、ステップＳ８における記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、
所定値Ｔαとの大小関係を比較する。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔαとなる場合、ステッ
プＳ９へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔαとなる場合、ステップＳ４へ進む。
【００９４】
（Ｓ９）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、同じく記憶手段１４に
記憶された外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγとの和との大小関係を比較する。その比較の結
果、Ｔｉｎ＜Ｔｏｕｔ＋Ｔγとなる場合、ステップＳ３へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｏｕｔ
＋Ｔγとなる場合、ステップＳ４へ進む。
　なお、このステップＳ９における室内温度Ｔｉｎと、外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγと
の和との比較動作は、ステップＳ２における室内温度Ｔｉｎと所定値Ｔαとの比較動作の
次に実施されるものとしているが、これに限定されるものではなく、ステップＳ２に先行
して実施されるものとしてもよい。
【００９５】
　図１２において、ステップＳ３～ステップＳ５は、図３で示される実施の形態１に係る
乾燥運転と同様である。また、図１２のステップＳ３における暖房運転を含む乾燥運転は
、図４で示される実施の形態１に係る暖房運転を含む乾燥運転と同様であり、図１２のス
テップＳ４における暖房運転を含まない乾燥運転は、図６で示される実施の形態１に係る
暖房運転を含まない乾燥運転と同様である。
【００９６】
　次に、図１３を参照しながら、空気調和機１０１ａのさらに別形態の乾燥運転の動作に
ついて説明する。図１３で示される乾燥運転の動作は、図７で示される実施の形態１に係
る乾燥運転の動作と、図１０で示される乾燥運転の動作とを組み合わせたものである。
【００９７】
（Ｓ６）
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　制御装置１１は、冷暖房運転又は除湿運転等の通常運転の終了直後に設定されていた通
常運転における設定温度である運転設定温度Ｔｓｅｔを記憶手段１４に記憶させる。そし
て、ステップＳ８へ進む。
【００９８】
（Ｓ８）
　制御装置１１は、通常運転の終了時に、室内温度センサー１８によって検出された室内
温度Ｔｉｎ、及び、外気温度センサー１９によって検出された外気温度Ｔｏｕｔを入力回
路１２を介して受信し、受信した室内温度Ｔｉｎ及び外気温度Ｔｏｕｔを記憶手段１４に
記憶させる。そして、ステップＳ７へ進む。
【００９９】
（Ｓ７）
　制御装置１１は、ステップＳ８における記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、
ステップＳ６における運転設定温度Ｔｓｅｔと所定値Ｔβとの和との大小関係を比較する
。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、ステップＳ９へ進む。一方、Ｔ
ｉｎ≧Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、ステップＳ４へ進む。
【０１００】
（Ｓ９）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、同じく記憶手段１４に
記憶された外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγとの和との大小関係を比較する。その比較の結
果、Ｔｉｎ＜Ｔｏｕｔ＋Ｔγとなる場合、ステップＳ３へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｏｕｔ
＋Ｔγとなる場合、ステップＳ４へ進む。
　なお、このステップＳ９における室内温度Ｔｉｎと、外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγと
の和との比較動作は、ステップＳ７における室内温度Ｔｉｎと、運転設定温度Ｔｓｅｔと
所定値Ｔβとの和との比較動作の次に実施されるものとしているが、これに限定されるも
のではなく、ステップＳ７に先行して実施されるものとしてもよい。
【０１０１】
　図１３において、ステップＳ３～ステップＳ５は、図３で示される実施の形態１に係る
乾燥運転と同様である。また、図１３のステップＳ３における暖房運転を含む乾燥運転は
、図４で示される実施の形態１に係る暖房運転を含む乾燥運転と同様であり、図１３のス
テップＳ４における暖房運転を含まない乾燥運転は、図６で示される実施の形態１に係る
暖房運転を含まない乾燥運転と同様である。
【０１０２】
　以上のように、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａは、図１０、図１２又は図１３
で示される乾燥運転のいずれを実施するものとしてもよい。また、図１０、図１２又は図
１３で示されるそれぞれの乾燥運転において、ステップＳ３における暖房運転を含む乾燥
運転における乾燥暖房運転として、図５で示される実施の形態１に係る乾燥暖房運転（１
）、又は、図１１で示される乾燥暖房運転（３）のいずれが実施されるものとしてもよい
。
【０１０３】
　なお、図１０、図１２及び図１３で示される乾燥運転において、ステップＳ４の暖房運
転を含まない乾燥運転が実施された場合、ステップＳ３の暖房運転を含む乾燥運転を実施
した場合と同等の効果を得るためには、ステップＳ３の暖房運転を含む乾燥運転が実施さ
れた場合に比べて、長い乾燥運転の運転時間が必要となるが、この場合、カビ又は細菌類
の発生及び繁殖を抑制するオゾン発生器を併用するものとしてもよい。このようにするこ
とで、暖房運転を含まない乾燥運転の運転時間を短縮することができる。
【０１０４】
（実施の形態２の効果）
　以上の構成及び動作のように、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａにおいては、通
常運転終了時に、乾燥運転中の暖房運転を実施するか否かを室内温度Ｔｉｎ、外気温度Ｔ
ｏｕｔ及び所定値を比較して決定することによって、乾燥運転によって室内温度が外気温
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度を基準として、高くなることを防ぐことができ、室外環境を基準にした場合の室内環境
の悪化を防止することができ、さらに、快適性を維持しながら乾燥運転を実施することが
できる。
【０１０５】
　また、通常運転終了時において、室内温度Ｔｉｎが、外気温度Ｔｏｕｔと所定値との和
以上である場合には暖房運転を含まない乾燥運転を実施することによって、エネルギー消
費を抑制することができる。
【０１０６】
　また、通常運転の終了時において、室内温度Ｔｉｎが、外気温度Ｔｏｕｔと所定値との
和未満である場合には暖房運転を含む乾燥運転を実施することによって、乾燥運転の時間
を短縮することが可能となる。
【０１０７】
　また、乾燥暖房運転の終了条件として、乾燥暖房運転中の室内温度Ｔｉｎ２が、外気温
度Ｔｏｕｔ２を基準として、高くなっている場合に、乾燥暖房運転を停止させることによ
って、室内環境が室外環境よりも悪化させずに快適性を維持しながら乾燥運転を実施する
ことができ、エネルギー消費を抑制することができる。
【０１０８】
　また、図１２で示されるように、通常運転終了時に、乾燥運転中の暖房運転を実施する
か否かを、室内温度Ｔｉｎと所定値との比較、並びに、室内温度Ｔｉｎ、外気温度Ｔｏｕ
ｔ及び所定値を比較して決定することによって、乾燥運転によって室内環境が悪化しない
ようにすることができ、室外環境を基準にした場合の室内環境の悪化を防止することがで
き、さらに、快適性を維持しながら乾燥運転を実施することができる。
【０１０９】
　そして、図１３で示されるように、通常運転終了時に、乾燥運転中の暖房運転を実施す
るか否かを、室内温度Ｔｉｎ、運転設定温度Ｔｓｅｔ及び所定値の比較、並びに、室内温
度Ｔｉｎ、外気温度Ｔｏｕｔ及び所定値を比較して決定することによって、乾燥運転によ
って室内環境が使用者の希望する室内温度である運転設定温度Ｔｓｅｔを基準として悪化
しないようにすることができ、室外環境を基準にした場合の室内環境の悪化を防止するこ
とができ、さらに、快適性を維持しながら乾燥運転を実施することができる。
【０１１０】
　そして、オゾン発生器を用いた場合、暖房運転を含まない乾燥運転においても、乾燥運
転の運転時間を短縮することができるため、エネルギー消費を抑制し、騒音の不快感を軽
減することができる。
【０１１１】
実施の形態３．
　本実施の形態に係る空気調和機について、実施の形態１に係る空気調和機１０１の構成
及び動作と相違する点を中心に説明する。
【０１１２】
（空気調和機１０１の構成）
　本実施の形態に係る空気調和機は、図１で示される実施の形態１に係る空気調和機１０
１と同様の構成を有する。
【０１１３】
　また、本実施の形態に係る空気調和機１０１における冷凍サイクルの冷媒回路は、図２
で示される実施の形態１に係る冷媒回路と同様である。
【０１１４】
（空気調和機１０１の乾燥運転動作）
　図１４は、本発明の実施の形態３に係る空気調和機の乾燥運転の動作を示すフローチャ
ートであり、図１５は、同空気調和機の乾燥運転中の乾燥暖房運転の動作を示すフローチ
ャートである。以下、図１４及び図１５を参照しながら、本実施の形態に係る空気調和機
１０１の乾燥運転動作について説明する。
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【０１１５】
　まず、図１４を参照しながら、空気調和機１０１の乾燥運転の動作について説明する。
ここでは、図３で示される実施の形態１に係る空気調和機１０１の乾燥運転と相違する点
を中心に説明する。
【０１１６】
（Ｓ１０）
　制御装置１１は、冷暖房運転又は除湿運転等の通常運転の終了を確認する。そして、ス
テップＳ３へ進む。
【０１１７】
　図１４において、ステップＳ３及びステップＳ５は、図３で示される実施の形態１に係
る乾燥運転と同様である。また、図１４のステップＳ３における暖房運転を含む乾燥運転
は、図４で示される実施の形態１に係る暖房運転を含む乾燥運転と同様である。
【０１１８】
　次に、図１５を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の詳細につ
いて説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（４）である
ものとする。
【０１１９】
（Ｓ２８）
　制御装置１１は、室内温度センサー１８によって検出された室内温度Ｔｉｎを入力回路
１２を介して受信し、受信した室内温度Ｔｉｎを記憶手段１４に記憶させる。そして、ス
テップＳ２９へ進む。
【０１２０】
（Ｓ２９）
　制御装置１１は、ステップＳ２８において記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと
、所定値αとの大小関係を比較する。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔαとなる場合、ステッ
プＳ２１へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔαとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転
（４）を終了する。
【０１２１】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（４）を終了する。
【０１２２】
　図１５において、ステップＳ２１及びステップＳ２２は、図５で示される実施の形態１
に係る乾燥暖房運転（１）と同様である。
【０１２３】
　図１６は、本発明の実施の形態３に係る空気調和機の別形態の乾燥運転の動作を示すフ
ローチャートであり、図１７は、同空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾燥暖房運転の動
作を示すフローチャートである。以下、図１６及び図１７を参照しながら、本実施の形態
に係る空気調和機１０１の別形態の乾燥運転動作について説明する。
【０１２４】
　まず、図１６を参照しながら、空気調和機１０１の別形態の乾燥運転の動作について説
明する。ここでは、図１４で示される乾燥運転と相違する点を中心に説明する。
【０１２５】
（Ｓ６）
　制御装置１１は、冷暖房運転又は除湿運転等の通常運転の終了直後に設定されていた通
常運転における設定温度である運転設定温度Ｔｓｅｔを記憶手段１４に記憶させる。そし
て、ステップＳ１０へ進む。
【０１２６】
　図１６において、ステップＳ１０、ステップＳ３及びステップＳ５は、図１４で示され
る乾燥運転と同様である。また、図１６のステップＳ３における暖房運転を含む乾燥運転
は、図４で示される実施の形態１に係る暖房運転を含む乾燥運転と同様である。
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【０１２７】
　次に、図１７を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の別形態の
詳細について説明する。ここでは、図８で示される実施の形態１に係る空気調和機１０１
の乾燥暖房運転（２）と相違する点を中心に説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施
されるのは、乾燥暖房運転（５）であるものとする。
【０１２８】
（Ｓ２８）
　制御装置１１は、室内温度センサー１８によって検出された室内温度Ｔｉｎを入力回路
１２を介して受信し、受信した室内温度Ｔｉｎを記憶手段１４に記憶させる。そして、ス
テップＳ３０へ進む。
【０１２９】
（Ｓ３０）
　制御装置１１は、ステップＳ２８において記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと
、図１６のステップＳ６における運転設定温度Ｔｓｅｔと所定値Ｔβとの和との大小関係
を比較する。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、ステップＳ２１へ進
む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転（
５）を終了する。
【０１３０】
（Ｓ２１）
　制御装置１１は、暖房動作を開始し、制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運
転時間計測手段５は、暖房動作が開始されてからの経過時間の計測を開始する。暖房動作
において、制御装置１１は、圧縮機１５及び室外送風機１６を駆動し、制御装置１１の吹
出し風量決定手段６によって決定された風量に基づいて室内送風機１７を駆動させる。そ
して、ステップＳ２４へ進む。
（Ｓ２５）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎ２と、図１６のステップＳ
６における運転設定温度Ｔｓｅｔと所定値Ｔ２との和との大小関係を比較する。その比較
の結果、Ｔｉｎ２＜Ｔｓｅｔ＋Ｔ２となる場合、ステップＳ２２へ進む。一方、Ｔｉｎ２
≧Ｔｓｅｔ＋Ｔ２となる場合、ステップＳ２３へ進む。
【０１３１】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（５）を終了する。
【０１３２】
　図１７において、ステップＳ２２及びステップＳ２４は、図８で示される実施の形態１
に係る空気調和機１０１の乾燥暖房運転（２）と同様である。
【０１３３】
　以上のように、本実施の形態に係る空気調和機１０１は、図１４で示される乾燥運転、
又は、図１６で示される乾燥運転のいずれを実施するものとしてもよい。このとき、空気
調和機１０１が、図１４で示される乾燥運転を実施する場合は、その乾燥運転中の乾燥暖
房運転として図１５で示される乾燥暖房運転（４）を実施すればよく、図１６で示される
乾燥運転を実施する場合は、その乾燥運転中の乾燥暖房運転として図１７で示される乾燥
暖房運転（５）を実施すればよい。
【０１３４】
　なお、図１５で示される乾燥暖房運転（４）、及び図１７で示される乾燥暖房運転（５
）において、暖房動作が実施されなかった場合は、暖房動作が実施された場合と同等の効
果を得るためには、暖房動作が実施された場合に比べて、長い乾燥運転の運転時間が必要
となるが、この場合、カビ又は細菌類の発生及び繁殖を抑制するオゾン発生器を併用する
ものとしてもよい。このようにすることで、暖房動作が実施されない場合の運転時間を短
縮することができる。
【０１３５】
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（実施の形態３の効果）
　以上の構成及び動作のように、本実施の形態に係る空気調和機１０１においては、乾燥
暖房運転の暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎに基づいて、暖房動作を実施するか否かを
判定するため、通常運転終了後、室内温度が均一になったときの室内温度Ｔｉｎを用いる
ことができ、通常運転の影響を排除することができるため、室内環境を正確に把握するこ
とができ、室内環境の悪化による快適性の悪化を抑制することができる。
【０１３６】
　また、乾燥暖房運転中の暖房動作を実施するか否かを、暖房動作開始直前の室内温度Ｔ
ｉｎと所定値とを比較することにより決定し、暖房動作を実施しない乾燥暖房運転を可能
とすることによって、乾燥動作によって室内環境が悪化しないようにすることができ、さ
らに、エネルギー消費も抑制することができる。
【０１３７】
　また、乾燥暖房運転の暖房動作開始直前において、室内温度Ｔｉｎが所定値よりも低い
場合には暖房動作を実施する乾燥暖房運転によって、乾燥運転の時間を短縮することが可
能となる。
【０１３８】
　また、通常運転の終了時に設定されていた運転設定温度Ｔｓｅｔと、乾燥暖房運転の暖
房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎとを比較することによって、使用者の希望する室内温度
を基準にすることができ、室内環境の快適性を悪化させずに乾燥運転を実施することがで
きる。
【０１３９】
　また、乾燥暖房運転の終了条件として、経過時間の判定によるものだけでなく、乾燥暖
房運転中の室内温度Ｔｉｎ２が、使用者の希望する室内温度である運転設定温度Ｔｓｅｔ
を基準として、高くなっている場合に、乾燥暖房運転を停止させることによって、室内環
境の快適性を悪化させずに乾燥運転を実施することができ、エネルギー消費を抑制するこ
とができる。
【０１４０】
　そして、オゾン発生器を用いた場合、乾燥暖房運転において暖房動作を実施しない場合
においても、乾燥運転の運転時間を短縮することができるため、エネルギー消費を抑制し
、騒音の不快感を軽減することができる。
【０１４１】
実施の形態４．
　本実施の形態に係る空気調和機について、実施の形態２に係る空気調和機１０１ａの構
成及び動作と相違する点を中心に説明する。
【０１４２】
（空気調和機１０１ａの構成）
　本実施の形態に係る空気調和機は、図９で示される実施の形態２に係る空気調和機１０
１ａと同様の構成を有する。
【０１４３】
　また、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａにおける冷凍サイクルの冷媒回路は、実
施の形態２に係る冷媒回路（図２で示される実施の形態１に係る冷媒回路と同様）と同様
である。
【０１４４】
（空気調和機１０１ａの乾燥運転動作）
　本実施の形態に係る空気調和機１０１ａの乾燥運転は、図１４で示される実施の形態３
に係る乾燥運転と同様である。また、その図１４のステップＳ３における暖房運転を含む
乾燥運転は、図４で示される実施の形態１に係る暖房運転を含む乾燥運転と同様である。
【０１４５】
　図１８は、本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の乾燥暖房運転の動作
を示すフローチャートである。この図１８を参照しながら、図４のステップＳ１５におけ
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る乾燥暖房運転の詳細について説明する。ここでは、図１５で示される実施の形態３に係
る空気調和機１０１の乾燥暖房運転（４）と相違する点を中心に説明する。ここで、乾燥
暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（６）であるものとする。
【０１４６】
（Ｓ２８）
　制御装置１１は、室内温度センサー１８によって検出された室内温度Ｔｉｎを入力回路
１２を介して受信し、受信した室内温度Ｔｉｎを記憶手段１４に記憶させる。そして、ス
テップＳ３１へ進む。
【０１４７】
（Ｓ３１）
　制御装置１１は、外気温度センサー１９によって検出された外気温度Ｔｏｕｔを入力回
路１２を介して受信し、受信した外気温度Ｔｏｕｔを記憶手段１４に記憶させる。そして
、ステップＳ３２へ進む。
　なお、このステップＳ３１における外気温度Ｔｏｕｔの受信及び記憶動作は、ステップ
Ｓ２８における室内温度Ｔｉｎの受信及び記憶動作の次に実施されるものとしているが、
これに限定されるものではなく、ステップＳ２８に先行して実施されるものとしてもよく
、又は、同時に実施されるものとしてもよい。
【０１４８】
（Ｓ３２）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、同じく記憶手段１４に
記憶された外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγとの和との大小関係を比較する。その比較の結
果、Ｔｉｎ＜Ｔｏｕｔ＋Ｔγとなる場合、ステップＳ２１へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｏｕ
ｔ＋Ｔγとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転（６）を終了する。
【０１４９】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（６）を終了する。
【０１５０】
　図１８において、ステップＳ２１及びステップＳ２２は、図１５で示される実施の形態
３に係る乾燥暖房運転（４）と同様である。
【０１５１】
　図１９～図２１は、本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の乾
燥運転の動作を示すフローチャートである。以下、図１９～図２１を参照しながら、本実
施の形態に係る空気調和機１０１ａの別形態の乾燥暖房運転の動作について説明する。
【０１５２】
　まず、図１９を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の別形態の
詳細について説明する。ここでは、図１８で示される乾燥暖房運転（６）と相違する点を
中心に説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（７）であ
るものとする。
【０１５３】
　図１９において、ステップＳ２８、ステップＳ３１及びステップＳ３２は、図１８で示
される乾燥暖房運転（６）と同様である。
【０１５４】
（Ｓ２１）
　制御装置１１は、暖房動作を開始し、制御装置１１の乾燥運転決定手段２における各運
転時間計測手段５は、暖房動作が開始されてからの経過時間の計測を開始する。暖房動作
において、制御装置１１は、圧縮機１５及び室外送風機１６を駆動し、制御装置１１の吹
出し風量決定手段６によって決定された風量に基づいて室内送風機１７を駆動させる。そ
して、ステップＳ２４へ進む。
【０１５５】
（Ｓ２４）
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　制御装置１１は、暖房動作を開始した後、入力回路１２を介して、室内温度センサー１
８によって検出される室内温度Ｔｉｎ２を受信し、受信した室内温度Ｔｉｎ２を記憶手段
１４に記憶させる。そして、ステップＳ２６へ進む。
【０１５６】
（Ｓ２６）
　制御装置１１は、入力回路１２を介して、外気温度センサー１９によって検出される外
気温度Ｔｏｕｔ２を受信し、受信した外気温度Ｔｏｕｔ２を記憶手段１４に記憶させる。
そして、ステップＳ２７へ進む。
　なお、このステップＳ２６における外気温度Ｔｏｕｔ２の受信及び記憶動作は、ステッ
プＳ２４における室内温度Ｔｉｎ２の受信及び記憶動作の次に実施されるものとしている
が、これに限定されるものではなく、ステップＳ２４に先行して実施されるものとしても
よく、又は、同時に実施されるものとしてもよい。
【０１５７】
（Ｓ２７）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎ２と、同じく記憶手段１４
に記憶された外気温度Ｔｏｕｔ２と所定値Ｔ３との和との大小関係を比較する。その比較
の結果、Ｔｉｎ２＜Ｔｏｕｔ２＋Ｔ３となる場合、ステップＳ２２へ進む。一方、Ｔｉｎ
２≧Ｔｏｕｔ２＋Ｔ３となる場合、ステップＳ２３へ進む。
【０１５８】
（Ｓ２２）
　制御装置１１は、各運転時間計測手段５によって計測されている経過時間が、所定時間
Ｘ３に達したか否かを判定する。その判定の結果、経過時間が所定時間Ｘ３に達した場合
、ステップＳ２３へ進む。一方、経過時間が所定時間Ｘ３に達していない場合、ステップ
Ｓ２４へ戻る。
【０１５９】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（７）を終了する。
【０１６０】
　次に、図２０を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の別形態の
詳細について説明する。ここでは、図１８で示される乾燥暖房運転（６）と相違する点を
中心に説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（８）であ
るものとする。
【０１６１】
　図２０において、ステップＳ２８、ステップＳ２１及びステップＳ２２は、図１８で示
される乾燥暖房運転（６）と同様である。
【０１６２】
（Ｓ３１）
　制御装置１１は、外気温度センサー１９によって検出された外気温度Ｔｏｕｔを入力回
路１２を介して受信し、受信した外気温度Ｔｏｕｔを記憶手段１４に記憶させる。そして
、ステップＳ２９へ進む。
　なお、このステップＳ３１における外気温度Ｔｏｕｔの受信及び記憶動作は、ステップ
Ｓ２８における室内温度Ｔｉｎの受信及び記憶動作の次に実施されるものとしているが、
これに限定されるものではなく、ステップＳ２８に先行して実施されるものとしてもよく
、又は、同時に実施されるものとしてもよい。
【０１６３】
（Ｓ２９）
　制御装置１１は、ステップＳ２８において記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと
、所定値Ｔαとの大小関係を比較する。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔαとなる場合、ステ
ップＳ３２へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔαとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運
転（８）を終了する。
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【０１６４】
（Ｓ３２）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、同じく記憶手段１４に
記憶された外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγとの和との大小関係を比較する。その比較の結
果、Ｔｉｎ＜Ｔｏｕｔ＋Ｔγとなる場合、ステップＳ２１へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｏｕ
ｔ＋Ｔγとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転（８）を終了する。
　なお、このステップＳ３２における室内温度Ｔｉｎと、外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγ
との和との比較動作は、ステップＳ２９における室内温度Ｔｉｎと所定値Ｔαとの比較動
作の次に実施されるものとしているが、これに限定されるものではなく、ステップＳ２９
に先行して実施されるものとしてもよい。
【０１６５】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（８）を終了する。
【０１６６】
　次に、図２１を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の別形態の
詳細について説明する。ここでは、図１９で示される乾燥暖房運転（７）と相違する点を
中心に説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（９）であ
るものとする。
【０１６７】
　図２１において、ステップＳ２８、ステップＳ２１、ステップＳ２２、ステップＳ２４
、ステップＳ２６及びステップＳ２７は、図１９で示される乾燥暖房運転（７）と同様で
ある。
【０１６８】
（Ｓ３１）
　制御装置１１は、外気温度センサー１９によって検出された外気温度Ｔｏｕｔを入力回
路１２を介して受信し、受信した外気温度Ｔｏｕｔを記憶手段１４に記憶させる。そして
、ステップＳ２９へ進む。
　なお、このステップＳ３１における外気温度Ｔｏｕｔの受信及び記憶動作は、ステップ
Ｓ２８における室内温度Ｔｉｎの受信及び記憶動作の次に実施されるものとしているが、
これに限定されるものではなく、ステップＳ２８に先行して実施されるものとしてもよく
、又は、同時に実施されるものとしてもよい。
【０１６９】
（Ｓ２９）
　制御装置１１は、ステップＳ２８において記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと
、所定値Ｔαとの大小関係を比較する。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔαとなる場合、ステ
ップＳ３２へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔαとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運
転（９）を終了する。
【０１７０】
（Ｓ３２）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、同じく記憶手段１４に
記憶された外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγとの和との大小関係を比較する。その比較の結
果、Ｔｉｎ＜Ｔｏｕｔ＋Ｔγとなる場合、ステップＳ２１へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｏｕ
ｔ＋Ｔγとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転（９）を終了する。
　なお、このステップＳ３２における室内温度Ｔｉｎと、外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγ
との和との比較動作は、ステップＳ２９における室内温度Ｔｉｎと所定値Ｔαとの比較動
作の次に実施されるものとしているが、これに限定されるものではなく、ステップＳ２９
に先行して実施されるものとしてもよい。
【０１７１】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（９）を終了する。
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【０１７２】
　以上のように、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａにおいて、乾燥運転中の乾燥暖
房運転として、図１８～図２１で示される乾燥暖房運転のいずれを実施するものとしても
よい。
【０１７３】
　なお、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａにおいて、図１４で示される実施の形態
３に係る乾燥運転の代わりに、図１６で示される実施の形態３に係る乾燥運転が実施され
るものとしてもよい。この場合、図１６のステップＳ３における乾燥暖房運転として、後
述する図２２又は図２３で示される本実施の形態に係る別形態の乾燥暖房運転が実施され
るものとすればよい。
【０１７４】
　図２２及び図２３は、本発明の実施の形態４に係る空気調和機の乾燥運転中の別形態の
乾燥暖房運転の動作を示すフローチャートである。以下、図２２及び図２３を参照しなが
ら、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａの別形態の乾燥暖房運転の動作について説明
する。
【０１７５】
　まず、図２２を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の別形態の
詳細について説明する。ここでは、図１８で示される乾燥暖房運転（６）と相違する点を
中心に説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（１０）で
あるものとする。
【０１７６】
　図２２において、ステップＳ２８、ステップＳ２１及びステップＳ２２は、図１８で示
される乾燥暖房運転（６）と同様である。
【０１７７】
（Ｓ３１）
　制御装置１１は、外気温度センサー１９によって検出された外気温度Ｔｏｕｔを入力回
路１２を介して受信し、受信した外気温度Ｔｏｕｔを記憶手段１４に記憶させる。そして
、ステップＳ３０へ進む。
　なお、このステップＳ３１における外気温度Ｔｏｕｔの受信及び記憶動作は、ステップ
Ｓ２８における室内温度Ｔｉｎの受信及び記憶動作の次に実施されるものとしているが、
これに限定されるものではなく、ステップＳ２８に先行して実施されるものとしてもよく
、又は、同時に実施されるものとしてもよい。
【０１７８】
（Ｓ３０）
　制御装置１１は、ステップＳ２８において記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと
、図１６のステップＳ６における運転設定温度Ｔｓｅｔと所定値Ｔβとの和との大小関係
を比較する。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、ステップＳ３２へ進
む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転（
１０）を終了する。
【０１７９】
（Ｓ３２）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、同じく記憶手段１４に
記憶された外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγとの和との大小関係を比較する。その比較の結
果、Ｔｉｎ＜Ｔｏｕｔ＋Ｔγとなる場合、ステップＳ２１へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｏｕ
ｔ＋Ｔγとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転（１０）を終了する。
　なお、このステップＳ３２における室内温度Ｔｉｎと、外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγ
との和との比較動作は、ステップＳ３０における室内温度Ｔｉｎと、運転設定温度Ｔｓｅ
ｔと所定値Ｔβとの和との比較動作の次に実施されるものとしているが、これに限定され
るものではなく、ステップＳ３０に先行して実施されるものとしてもよい。
【０１８０】
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（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（１０）を終了する。
【０１８１】
　次に、図２３を参照しながら、図４のステップＳ１５における乾燥暖房運転の別形態の
詳細について説明する。ここでは、図１９で示される乾燥暖房運転（７）と相違する点を
中心に説明する。ここで、乾燥暖房運転として実施されるのは、乾燥暖房運転（１１）で
あるものとする。
【０１８２】
　図２３において、ステップＳ２８、ステップＳ２１、ステップＳ２２、ステップＳ２４
、ステップＳ２６及びステップＳ２７は、図１９で示される乾燥暖房運転（７）と同様で
ある。
【０１８３】
（Ｓ３１）
　制御装置１１は、外気温度センサー１９によって検出された外気温度Ｔｏｕｔを入力回
路１２を介して受信し、受信した外気温度Ｔｏｕｔを記憶手段１４に記憶させる。そして
、ステップＳ３０へ進む。
　なお、このステップＳ３１における外気温度Ｔｏｕｔの受信及び記憶動作は、ステップ
Ｓ２８における室内温度Ｔｉｎの受信及び記憶動作の次に実施されるものとしているが、
これに限定されるものではなく、ステップＳ２８に先行して実施されるものとしてもよく
、又は、同時に実施されるものとしてもよい。
【０１８４】
（Ｓ３０）
　制御装置１１は、ステップＳ２８において記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと
、図１６のステップＳ６における運転設定温度Ｔｓｅｔと所定値Ｔβとの和との大小関係
を比較する。その比較の結果、Ｔｉｎ＜Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、ステップＳ３２へ進
む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｓｅｔ＋Ｔβとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転（
１１）を終了する。
【０１８５】
（Ｓ３２）
　制御装置１１は、記憶手段１４に記憶された室内温度Ｔｉｎと、同じく記憶手段１４に
記憶された外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγとの和との大小関係を比較する。その比較の結
果、Ｔｉｎ＜Ｔｏｕｔ＋Ｔγとなる場合、ステップＳ２１へ進む。一方、Ｔｉｎ≧Ｔｏｕ
ｔ＋Ｔγとなる場合、暖房動作を実施せずに、乾燥暖房運転（１１）を終了する。
　なお、このステップＳ３２における室内温度Ｔｉｎと、外気温度Ｔｏｕｔと所定値Ｔγ
との和との比較動作は、ステップＳ３０における室内温度Ｔｉｎと、運転設定温度Ｔｓｅ
ｔと所定値Ｔβとの和との比較動作の次に実施されるものとしているが、これに限定され
るものではなく、ステップＳ３０に先行して実施されるものとしてもよい。
【０１８６】
（Ｓ２３）
　制御装置１１は、暖房動作を停止して乾燥暖房運転（１１）を終了する。
【０１８７】
　なお、図１８～図２３で示される乾燥暖房運転（６）～乾燥暖房運転（１１）において
、暖房動作が実施されなかった場合は、暖房動作が実施された場合と同等の効果を得るた
めには、暖房動作が実施された場合に比べて、長い乾燥運転の運転時間が必要となるが、
この場合、カビ又は細菌類の発生及び繁殖を抑制するオゾン発生器を併用するものとして
もよい。このようにすることで、暖房動作が実施されない場合の運転時間を短縮すること
ができる。
【０１８８】
（実施の形態４の効果）
　以上の構成及び動作のように、本実施の形態に係る空気調和機１０１ａにおいては、乾
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燥暖房運転の暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎ及び外気温度Ｔｏｕｔに基づいて、暖房
動作を実施するか否かを判定するため、通常運転終了後、室内温度が均一になったときの
室内温度Ｔｉｎを用いることができ、通常運転の影響を排除することができるため、室内
環境を正確に把握することができ、室内環境の悪化による快適性の悪化を抑制することが
できる。
【０１８９】
　また、乾燥暖房運転の暖房動作を実施するか否かを、乾燥暖房運転の暖房動作開始直前
の室内温度Ｔｉｎ、外気温度Ｔｏｕｔ及び所定値を比較して決定することによって、乾燥
運転によって室内温度が外気温度を基準として、高くなることを防ぐことができ、室外環
境を基準にした場合の室内環境の悪化を防止することができ、さらに、快適性を維持しな
がら乾燥運転を実施することができる。
【０１９０】
　また、乾燥暖房運転の暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎが、外気温度Ｔｏｕｔと所定
値との和以上である場合には暖房動作が実施されないため、エネルギー消費を抑制するこ
とができる。
【０１９１】
　また、乾燥暖房運転の暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎが、外気温度Ｔｏｕｔと所定
値との和未満である場合には暖房動作が実施されることによって、乾燥運転の時間を短縮
することができる。
【０１９２】
　また、乾燥暖房運転の終了条件として、乾燥暖房運転中の室内温度Ｔｉｎ２が、外気温
度Ｔｏｕｔ２を基準として、高くなっている場合に、乾燥暖房運転を停止させることによ
って、室内環境が室外環境よりも悪化させずに快適性を維持しながら乾燥運転を実施する
ことができ、エネルギー消費を抑制することができる。
【０１９３】
　また、図２０及び図２１で示されるように、乾燥暖房運転の暖房動作を実施するか否か
を、暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎと所定値との比較、並びに、暖房動作開始直前の
室内温度Ｔｉｎ、外気温度Ｔｏｕｔ及び所定値を比較して決定することによって、乾燥運
転によって室内環境が悪化しないようにすることができ、室外環境を基準にした場合の室
内環境の悪化を防止することができ、さらに、快適性を維持しながら乾燥運転を実施する
ことができる。
【０１９４】
　また、図２２及び図２３で示されるように、乾燥暖房運転の暖房動作を実施するか否か
を、暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎ、運転設定温度Ｔｓｅｔ及び所定値の比較、並び
に、暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎ、外気温度Ｔｏｕｔ及び所定値を比較して決定す
ることによって、乾燥運転によって室内環境が使用者の希望する室内温度である運転設定
温度Ｔｓｅｔを基準として悪化しないようにすることができ、室外環境を基準にした場合
の室内環境の悪化を防止することができ、さらに、快適性を維持しながら乾燥運転を実施
することができる。
【０１９５】
　また、図２１で示されるように、乾燥暖房運転の暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎと
所定値との比較、並びに、暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎ、外気温度Ｔｏｕｔ及び所
定値を比較することによる暖房動作を実施するか否かの決定と、経過時間の判定によるも
のだけでなく、乾燥暖房運転中の室内温度Ｔｉｎ２、外気温度Ｔｏｕｔ２及び所定値を比
較することによる乾燥暖房運転を終了するか否かの決定を組み合わせることによって、室
内環境が悪化しないようにすることができ、室外環境を基準にした場合の室内環境の悪化
を防止して快適性を悪化させずに乾燥運転を実施することができ、さらに、室外環境を基
準にして室内環境が悪化する場合に暖房運転を中断させることができ、乾燥暖房運転を中
断させることができるためエネルギーの消費を抑制することができる。
【０１９６】
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　また、図２３で示されるように、乾燥暖房運転の暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎ、
運転設定温度Ｔｓｅｔ及び所定値との比較、並びに、暖房動作開始直前の室内温度Ｔｉｎ
、外気温度Ｔｏｕｔ及び所定値を比較することによる暖房動作を実施するか否かの決定と
、経過時間の判定によるものだけでなく、乾燥暖房運転中の室内温度Ｔｉｎ２、外気温度
Ｔｏｕｔ２及び所定値を比較することによる乾燥暖房運転を終了するか否かの決定を組み
合わせることによって、乾燥運転によって室内環境が使用者の希望する室内温度である運
転設定温度Ｔｓｅｔを基準として悪化しないようにすることができ、室外環境を基準にし
た場合の室内環境の悪化を防止して快適性を悪化させずに乾燥運転を実施することができ
、さらに、室外環境を基準にして室内環境が悪化する場合に暖房運転を中断させることが
でき、乾燥暖房運転を中断させることができるためエネルギーの消費を抑制することがで
きる。
【０１９７】
　そして、オゾン発生器を用いた場合、乾燥暖房運転において暖房動作を実施しない場合
においても、乾燥運転の運転時間を短くすることができるため、エネルギー消費を抑制し
、騒音の不快感を軽減することができる。
【符号の説明】
【０１９８】
　１　暖房運転可否決定手段、２　乾燥運転決定手段、３　各運転決定手段、４　各運転
時間決定手段、５　各運転時間計測手段、６　吹出し風量決定手段、１１　制御装置、１
２　入力回路、１３　駆動回路、１４　記憶手段、１５　圧縮機、１６　室外送風機、１
７　室内送風機、１８　室内温度センサー、１９　外気温度センサー、２０　四方弁、２
１　室外熱交換器、２２　膨張弁、２３　室内熱交換器　１０１、１０１ａ　空気調和機
。
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